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特別編

くすりの部屋－クスリウム
日本製薬工業協会が、科学技術
館に出展している 「くすりの部屋－

クスリウム」は、薬の研究室をイメージした
展示室で、人間と薬の歴史や、薬が患部
に作用するメカニズム、安全な使用
方法、薬ができるまでの過程
などを楽しみながら理解
できる内容です。

―まず、俵木理事長から、製薬協の印

象をお聞かせください。

俵木　はじめに、現在協議会が進めて

いる、くすりのしおり®に製薬企業が作

成している各種資材を連携させて患者

さんに届ける「ミルシル プロジェクト」

に絶大なるご支援をいただき、この場

　適正使用を推進するうえで、日本には

米国に比べて有り難い点があります。

それは、国民の製薬産業に対する信頼

感の高さです。製薬協では毎年、生活

者・患者さんを対象とした「くすりと製

薬産業に関する生活者意識調査」を

行っており、2020年11月に公表した結

果では、製薬産業に対する信頼感は

87.2％でした。これは米国と比べて相

当に高い数値です。大きな資産だと

思っており、その信頼を裏切ることのな

いよう、常に強く意識しなければいけな

いと考えています。

白石 順一 俵木 登美子

適正使用への取り組みは
コロナ禍でより重要に

俵木理事長がトップに聞く！

協議会の活動は闇夜の灯台
ターゲットごとに

わかりやすく伝えることが大事
い環境のなかで、患者さんが情報を求

めるときには、協議会はいわば「闇夜の

灯台」のように、大変すばらしいコンテ

ンツを提供されていると思っています。

　製薬協では、1968年の創設以来「患

者参加型医療の実現」をモットーとして

いますが、エンドユーザーである患者

さんおよびそのご家族の方に、薬に関

して正しい認識をお持ちいただくのは

非常に大事なことです。製薬協として

も、協議会とはWin-Winの関係で、こ

れからも患者さん、国民の皆さん、世

界の皆さんに良い医薬品を情報と共に

お届けしていきたいと念願しています。

俵木　ありがとうございます。ご指摘

のように、新型コロナウイルス感染症の

拡大により、患者さんの受診控えが起

こっているという報道も耳にします。そ

の中で、信頼できる情報にアクセスで

きる環境を作っていくことはとても重要

です。

　私たちは20年以上前からくすりのし

おり®という医療用医薬品の患者さん向

けの情報を提供しています。コロナ禍

において、信頼できる情報をお届けし

ていくことの重要性をより一層感じてい

ます。くすりのしおり®サイトでは、医

療用医薬品の情報以外にも、お届けし

たい情報や旬な情報をバナーで表示し

ており、その中にお役立ち情報として、

新型コロナウイルス関連のコンテンツ

も提供しています。日本でもワクチン接

種が始まったことから、厚生労働省ホー

ムページにある「ワクチンについての

Q&A」や、新型コロナ関連の新薬およ

びワクチンの開発状況に関する製薬協

サイトなどへのリンクを貼らせていただ

いています。

俵木　薬の情報においては、製薬企業

が発信する情報が極めて重要で、おそ

らく患者さんや国民の皆さんも、製薬企

業が作っている情報に信頼を置いてい

ると思います。くすりのしおり®も、製

薬企業の皆さんが作成した信頼性の高

い情報を、患者さんにしっかりお届けす

ることを第一に考えています。製薬企

業では、実にさまざまな患者さん向け

の資材を作成されています。とても見

やすく、きれいに作られており、おそら

くコストも相当かかっていると思われま

すが、残念ながら患者さんにはほとん

ど届いていないのが実態です。非常に

もったいなく、患者さんにとってもデメ

リットです。患者さんに信頼性の高い

情報をきちんと届けたいという思いが

「ミルシル プロジェクト」のスタート地

点で、製薬産業に対する信頼感が非常

に高いということは、まさに患者さん

が、製薬企業が作っている情報を求め

ているのだと思います。一日も早く「ミ

ルシル プロジェクト」を軌道に乗せた

いとの思いがさらに強くなりました。

―製薬協では、医薬品の適正使用推進

による医療の質向上を重点課題にかか

げておられます。この数年、両団体は

医薬品の適正使用をテーマに連携活動

を進めてきましたね。

俵木　製薬協とはいろいろな場面で仕

事を一緒にさせていただいています。

2018年には製薬協と共に、日本医師

会、日本薬剤師会、ささえあい医療人

権センター COML、日本医学ジャーナリ

スト協会とで６団体共同ステートメント

「健康や医療・医薬品に関する情報を

正しく理解していただくために」を発信

しました。また、2019年からはAMR対

策、昨年はポリファーマシーの啓発など

でも連携しました。科学技術館で製薬

協が運営されている「くすりの部屋―ク

スリウム」では、協議会が作成した中高

生向けの小冊子「くすりは正しく使って

こそくすり！」を配架していただいていま

す。いろいろな形でのご協力・ご支援

を感謝いたします。

白石　私たちのほうこそ、本当にありが

たいと思っています。中高生向けの小

冊子のお話がありましたが、一つお願

いがあります。我々の医療関係者向け

の資料というのは、正確さを求めるあ

まり、読みづらい傾向があります。医者

向け、薬局向け、あるいは行政上の要

望に応えるための文章なので、難しす

ぎるきらいがどうしてもあるのです。私

どもが言うのは天に唾するようなもので

すが、ターゲットごとによりわかりやす

くという工夫は非常に大事だと思いま

す。エンドユーザーといってもお年寄り

からお子さん、お子さんを育てている

お母さんお父さんと、いろいろいらっ

しゃいます。そのターゲットごとに簡単

な言葉で、わかりやすく伝えていく必要

があります。私どもの資材を使ってコン

テンツなどを展開するときには、その辺

りを心がけていただけると安心です。

俵木　私たちは現在、中高生向けをは

じめ、子育て世代向け、高齢者向け、

高齢者を介護している50～60代向け

など、幅広く資材を作成していますが、

わかりやすい資材というのはなかなか

難しいものです。先日、茨城県薬剤師

会が主催した講習会で、NHK「ためし

てガッテン」の元演出担当デスクの講演

を拝聴しましたが、私たちのやり方は全

然ダメでした。こちらが伝えたいことを

「伝える」のではなく、聞き手が聞いて

よかったと思えるような「伝わる」情報

の出し方をしなければいけないという、

目から鱗が落ちるような講演でした。

私たちの資材作りも見直さなければい

けないと思っています。

　また、最近は外国人の方も医療機関

にたくさんいらっしゃいます。協議会で

も英語版くすりのしおりを作成していま

すが、在日の方ですと、日本語が少し

はわかる方もいらっしゃいますので、や

さしい日本語が重要となります。わかり

やすい情報提供は、外国人対応の面で

も求められており、どうすれば伝えたい

ことがきちんと伝わるように作れるかを

考えていきたいと思っています。

―協議会は薬剤疫学にも力を入れて活

動しています。最近の取り組みについ

て紹介してください。

俵木　国立成育医療研究センターの

「妊娠と薬情報センター」と、妊娠中の

医薬品使用に関する安全性情報の充実

を目指して共同研究を開始しています。

現状では、添付文書を見ても、妊婦の

項目に十分な情報がない薬が多くあり

ます。昨年製薬協のファーマコビジラ

ンス部会にご協力いただいたアンケー

ト調査でも、製薬企業では妊婦さんを

フォローアップして情報収集することは

難しいとの結果でした。妊娠と薬情報

センターでは、相談事業を通じて、薬

を使用した妊婦さんと生まれたお子さ

んの情報を収集していますが、この取り

組みをご存じない製薬企業もありまし

た。製薬企業とも協力して、この取り組

みが今後も安定して運営できるようにし

ていきたいと考えています。

白石　国立成育医療研究センターで妊

娠中の薬の情報提供を行っていること

は承知していましたが、薬剤疫学の観

点からデータを集めることにも大変意

義があることがよくわかりました。製薬

協の会員企業に訴えかけていきたいと

思います。

―今後、協議会へ期待されることがあ

ればお話ください。

白石　繰り返しになりますが、患者さん

とご家族にわかりやすく薬のことをお知

らせする活動に敬意を表しています。

わかりやすさという観点が苦手な私ども

は、その部分でお知恵を拝借できれば

と思っています。私も久しぶりに製薬業

界に戻ってきたものですから、新しい言

葉や横文字など意味がわからないもの

もあります。そういう専門用語などが一

般国民にもわかるよう進めていただけ

れば、アクセス数もますます増えるもの

と思います。応援しています。

俵木　ありがとうございます。わかりや

すさについては私たちも勉強中ですが、

一生懸命がんばりたいと思います。

体をつくるべきと立ち上げられたのが

当協議会です。まさに生みの親という

べき存在で、今後とも引き続きご支援

をいただければと思っております。

白石　協議会のご活躍はよく承知してい

ます。とても大事な活動をされているこ

とに改めて敬意を表したいと思います。

　医薬品の適正使用への取り組みは、

このコロナ禍において、とりわけ大事さ

を増しています。病院へアクセスしづら

一般社団法人
くすりの適正使用協議会

理事長

俵木 登美子

―製薬協における最近の主な取り組み

についてご紹介ください。

白石　私は2020年4月から製薬協の理

事長として働かせていただいています

が、今年4月には初の中間年改定が実

施され、毎年の薬価改定が始まりまし

た。保険財政も大事ですが、国民の皆

さんに新薬をいち早くお届けするのも

大事です。そして研究開発投資の原資

は、国民皆保険のなかで調達せざるを

得ないのですから、単に実勢価格に応

じて毎年切り下げていくだけでいいので

しょうかと、いろいろな形で訴えかける

ことに多くの時間を費やしました。その

中で感じたのは、薬への信頼が原点だ

ということです。薬の基本である有効性

と安全性の二つの大切さを、国民の皆

さんにご理解いただくことに力を注いで

います。協議会において、薬に関して、

リスクも含めて説明いただいているこ

と、本当に感謝しています。

　協議会が発足した頃、私は米国の日

本大使館に勤務していました。その頃

米国では、薬の効果や安全性を誇張し

た広告が行われているのではないかと

物議を醸した事例がありました。まだ

AIDSに対する有効な治療薬がない頃

で、未承認の治療薬や治療法が注目を

集めていたのです。アメリカ食品医薬品

局（FDA）も承認を取得していないもの

は信用しないようにと呼び掛けました

が、まだインターネットも普及していな

かったこともあり、ここに行けば正しい情

報がある、というような拠り所は米国に

もありませんでした。Lighthouse（灯台）

のようなところが必要だと考えていたと

きに協議会設立の話を聞いたのです。

1977年旧厚生省入省。旧自治省、外務省（在米国大使館）、内閣官房、環境省等で勤務。
通算20年間勤務した厚生労働省では大臣官房、保険局での経験が多いが、医薬安全局では
監視指導課長を務めた。2014年環境省地球環境審議官を最後に退職。
三井住友銀行顧問を経て2020年4月より現職。

日本製薬工業協会

理事長

白石 順一

薬の適正使用のあるべき姿について考える対談企画。
今回は特別編として、日本製薬工業協会（以下、製薬協）の白石理事長との対談です。

医薬品の適正使用について連携活動を進める両団体ですが、
国民にわかりやすく情報提供を進めるうえでのポイントについて意見交換が行われました。

をお借りしてお礼申し上げます。

　協議会の設立は1989年ですが、きっ

かけはサリドマイド問題にはじまる

ジャーナリズムからの業界批判でした。

医薬品のリスクとベネフィットを適切に

社会にお届けしていくというRAD-AR活

動を日本でどのように始めるかが、製薬

協のなかに設けられた委員会で議論さ

れました。そこで、製薬企業にとどまら

ず、様々な団体や個人も参加できる団

保険財政も大事、新薬を
いち早く届けるのも大事

カードのバーコードを、
クスリウムの中の
マシンにかざすと、
動画とゲームが始まる仕組み。

表紙のイメージについて

（協力：薬事ニュース編集部 野口 一彦）

32



―まず、俵木理事長から、製薬協の印

象をお聞かせください。

俵木　はじめに、現在協議会が進めて

いる、くすりのしおり®に製薬企業が作

成している各種資材を連携させて患者

さんに届ける「ミルシル プロジェクト」

に絶大なるご支援をいただき、この場

　適正使用を推進するうえで、日本には

米国に比べて有り難い点があります。

それは、国民の製薬産業に対する信頼

感の高さです。製薬協では毎年、生活

者・患者さんを対象とした「くすりと製

薬産業に関する生活者意識調査」を

行っており、2020年11月に公表した結

果では、製薬産業に対する信頼感は

87.2％でした。これは米国と比べて相
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思っており、その信頼を裏切ることのな

いよう、常に強く意識しなければいけな

いと考えています。
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　製薬協では、1968年の創設以来「患

者参加型医療の実現」をモットーとして

いますが、エンドユーザーである患者

さんおよびそのご家族の方に、薬に関

して正しい認識をお持ちいただくのは

非常に大事なことです。製薬協として

も、協議会とはWin-Winの関係で、こ

れからも患者さん、国民の皆さん、世

界の皆さんに良い医薬品を情報と共に

お届けしていきたいと念願しています。

俵木　ありがとうございます。ご指摘

のように、新型コロナウイルス感染症の

拡大により、患者さんの受診控えが起

こっているという報道も耳にします。そ

の中で、信頼できる情報にアクセスで

きる環境を作っていくことはとても重要

です。

　私たちは20年以上前からくすりのし

おり®という医療用医薬品の患者さん向

けの情報を提供しています。コロナ禍

において、信頼できる情報をお届けし

ていくことの重要性をより一層感じてい

ます。くすりのしおり®サイトでは、医

療用医薬品の情報以外にも、お届けし

たい情報や旬な情報をバナーで表示し

ており、その中にお役立ち情報として、

新型コロナウイルス関連のコンテンツ

も提供しています。日本でもワクチン接

種が始まったことから、厚生労働省ホー

ムページにある「ワクチンについての

Q&A」や、新型コロナ関連の新薬およ

びワクチンの開発状況に関する製薬協

サイトなどへのリンクを貼らせていただ

いています。

俵木　薬の情報においては、製薬企業

が発信する情報が極めて重要で、おそ

らく患者さんや国民の皆さんも、製薬企

業が作っている情報に信頼を置いてい

ると思います。くすりのしおり®も、製

薬企業の皆さんが作成した信頼性の高

い情報を、患者さんにしっかりお届けす

ることを第一に考えています。製薬企

業では、実にさまざまな患者さん向け

の資材を作成されています。とても見

やすく、きれいに作られており、おそら

くコストも相当かかっていると思われま

すが、残念ながら患者さんにはほとん

ど届いていないのが実態です。非常に

もったいなく、患者さんにとってもデメ

リットです。患者さんに信頼性の高い

情報をきちんと届けたいという思いが

「ミルシル プロジェクト」のスタート地

点で、製薬産業に対する信頼感が非常

に高いということは、まさに患者さん

が、製薬企業が作っている情報を求め

ているのだと思います。一日も早く「ミ

ルシル プロジェクト」を軌道に乗せた

いとの思いがさらに強くなりました。

―製薬協では、医薬品の適正使用推進

による医療の質向上を重点課題にかか

げておられます。この数年、両団体は

医薬品の適正使用をテーマに連携活動

を進めてきましたね。

俵木　製薬協とはいろいろな場面で仕

事を一緒にさせていただいています。

2018年には製薬協と共に、日本医師

会、日本薬剤師会、ささえあい医療人

権センター COML、日本医学ジャーナリ

スト協会とで６団体共同ステートメント

「健康や医療・医薬品に関する情報を

正しく理解していただくために」を発信

しました。また、2019年からはAMR対

策、昨年はポリファーマシーの啓発など

でも連携しました。科学技術館で製薬

協が運営されている「くすりの部屋―ク

スリウム」では、協議会が作成した中高

生向けの小冊子「くすりは正しく使って

こそくすり！」を配架していただいていま

す。いろいろな形でのご協力・ご支援

を感謝いたします。

白石　私たちのほうこそ、本当にありが

たいと思っています。中高生向けの小

冊子のお話がありましたが、一つお願

いがあります。我々の医療関係者向け

の資料というのは、正確さを求めるあ

まり、読みづらい傾向があります。医者

向け、薬局向け、あるいは行政上の要

望に応えるための文章なので、難しす

ぎるきらいがどうしてもあるのです。私

どもが言うのは天に唾するようなもので

すが、ターゲットごとによりわかりやす

くという工夫は非常に大事だと思いま

す。エンドユーザーといってもお年寄り

からお子さん、お子さんを育てている

お母さんお父さんと、いろいろいらっ

しゃいます。そのターゲットごとに簡単

な言葉で、わかりやすく伝えていく必要

があります。私どもの資材を使ってコン

テンツなどを展開するときには、その辺

りを心がけていただけると安心です。

俵木　私たちは現在、中高生向けをは

じめ、子育て世代向け、高齢者向け、

高齢者を介護している50～60代向け

など、幅広く資材を作成していますが、

わかりやすい資材というのはなかなか

難しいものです。先日、茨城県薬剤師

会が主催した講習会で、NHK「ためし

てガッテン」の元演出担当デスクの講演

を拝聴しましたが、私たちのやり方は全

然ダメでした。こちらが伝えたいことを

「伝える」のではなく、聞き手が聞いて

よかったと思えるような「伝わる」情報

の出し方をしなければいけないという、

目から鱗が落ちるような講演でした。

私たちの資材作りも見直さなければい

けないと思っています。

　また、最近は外国人の方も医療機関

にたくさんいらっしゃいます。協議会で

も英語版くすりのしおりを作成していま

すが、在日の方ですと、日本語が少し

はわかる方もいらっしゃいますので、や

さしい日本語が重要となります。わかり

やすい情報提供は、外国人対応の面で

も求められており、どうすれば伝えたい

ことがきちんと伝わるように作れるかを

考えていきたいと思っています。

―協議会は薬剤疫学にも力を入れて活

動しています。最近の取り組みについ

て紹介してください。

俵木　国立成育医療研究センターの

「妊娠と薬情報センター」と、妊娠中の

医薬品使用に関する安全性情報の充実

を目指して共同研究を開始しています。

現状では、添付文書を見ても、妊婦の

項目に十分な情報がない薬が多くあり

ます。昨年製薬協のファーマコビジラ

ンス部会にご協力いただいたアンケー

ト調査でも、製薬企業では妊婦さんを

フォローアップして情報収集することは

難しいとの結果でした。妊娠と薬情報

センターでは、相談事業を通じて、薬

を使用した妊婦さんと生まれたお子さ

んの情報を収集していますが、この取り

組みをご存じない製薬企業もありまし

た。製薬企業とも協力して、この取り組

みが今後も安定して運営できるようにし

ていきたいと考えています。

白石　国立成育医療研究センターで妊

娠中の薬の情報提供を行っていること

は承知していましたが、薬剤疫学の観

点からデータを集めることにも大変意

義があることがよくわかりました。製薬

協の会員企業に訴えかけていきたいと

思います。

―今後、協議会へ期待されることがあ

ればお話ください。

白石　繰り返しになりますが、患者さん

とご家族にわかりやすく薬のことをお知

らせする活動に敬意を表しています。

わかりやすさという観点が苦手な私ども

は、その部分でお知恵を拝借できれば

と思っています。私も久しぶりに製薬業

界に戻ってきたものですから、新しい言

葉や横文字など意味がわからないもの

もあります。そういう専門用語などが一

般国民にもわかるよう進めていただけ

れば、アクセス数もますます増えるもの

と思います。応援しています。

俵木　ありがとうございます。わかりや

すさについては私たちも勉強中ですが、

一生懸命がんばりたいと思います。

体をつくるべきと立ち上げられたのが

当協議会です。まさに生みの親という

べき存在で、今後とも引き続きご支援

をいただければと思っております。

白石　協議会のご活躍はよく承知してい

ます。とても大事な活動をされているこ

とに改めて敬意を表したいと思います。

　医薬品の適正使用への取り組みは、

このコロナ禍において、とりわけ大事さ

を増しています。病院へアクセスしづら

―製薬協における最近の主な取り組み

についてご紹介ください。

白石　私は2020年4月から製薬協の理

事長として働かせていただいています

が、今年4月には初の中間年改定が実

施され、毎年の薬価改定が始まりまし

た。保険財政も大事ですが、国民の皆

さんに新薬をいち早くお届けするのも

大事です。そして研究開発投資の原資

は、国民皆保険のなかで調達せざるを

得ないのですから、単に実勢価格に応

じて毎年切り下げていくだけでいいので

しょうかと、いろいろな形で訴えかける

ことに多くの時間を費やしました。その

中で感じたのは、薬への信頼が原点だ

ということです。薬の基本である有効性

と安全性の二つの大切さを、国民の皆

さんにご理解いただくことに力を注いで

います。協議会において、薬に関して、

リスクも含めて説明いただいているこ

と、本当に感謝しています。

　協議会が発足した頃、私は米国の日

本大使館に勤務していました。その頃

米国では、薬の効果や安全性を誇張し

た広告が行われているのではないかと

物議を醸した事例がありました。まだ

AIDSに対する有効な治療薬がない頃

で、未承認の治療薬や治療法が注目を

集めていたのです。アメリカ食品医薬品

局（FDA）も承認を取得していないもの

は信用しないようにと呼び掛けました

が、まだインターネットも普及していな

かったこともあり、ここに行けば正しい情

報がある、というような拠り所は米国に

もありませんでした。Lighthouse（灯台）

のようなところが必要だと考えていたと

きに協議会設立の話を聞いたのです。

中高生向け小冊子表紙 ポリファーマシー冊子表紙

くすりのしおりⓇ検索結果画面

製薬産業に対する信頼感 この対談はオンラインで行われました。

をお借りしてお礼申し上げます。

　協議会の設立は1989年ですが、きっ

かけはサリドマイド問題にはじまる

ジャーナリズムからの業界批判でした。

医薬品のリスクとベネフィットを適切に

社会にお届けしていくというRAD-AR活

動を日本でどのように始めるかが、製薬

協のなかに設けられた委員会で議論さ

れました。そこで、製薬企業にとどまら

ず、様々な団体や個人も参加できる団

求められる
「わかりやすい情報」

まあ
信頼できる
と思う

71.7%

信頼できる
と思う 15.5%

10.1%

2.8%あまり信頼
できないと思う

信頼できないと思う

俵木理事長がトップに聞く！

薬の適正使
用

deONE TEAM
特別編
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外出自粛中に施設で
いちご狩りイベントを
行いました

学生時代より積極的に人と話をすることがあまり得意ではな

かった、そんな私が祖母の入院を機に介護職を志すこととなり

ました。

介護付有料老人ホームへ入職し間もないころ、新しく入居し

てきた男性のＡさんと出会います。Ａさんはまだ70代前半で認

知症をお持ちの方でした。普段はとても温厚で、食事の際に

は他の利用者の方たちと共に笑顔でお話をし、スタッフにも気

さくによく声をかけてくれていました。ただ、真冬なのに肌着

だけで食堂にやって来たり、自室から館内の喫煙室まで裸でエ

レベーターに乗って来たりなど、ときどき見られる普段とは明

らかに異なる様子に他の利用者の方たちが驚かれてしまうこと

がありました。次第に他の利用者の方たちが距離を置くように

なり、それを察したＡさんも他の人たちとコミュニケーション

をとらず自室に閉じこもりがちになります。

新人でヘルパー2級をとったばかりであった私は、時 「々あ

れっ」と思われる行動をするＡさんについて、ご本人はその時

の行動を覚えていないのだろうと考えていました。そのように

分析した理由は、Aさんがその行動について言葉にすることが

一切なかったためです。先輩スタッフも同じような見解で、そ

の行動をご本人が覚えていないことにより、他者とのコミュニ

ケーションを阻害してしまっているものの、気づいていないか

らこその良さもあるのではないかと助言を受けていました。

ところが実際、Ａさんは全てを忘れているわけではありませ

んでした。ある日Aさんの自室へいつものように伺った際に、

利用者の人生に敬意表した対応の大切さ
高齢社会の到来で介護職の役割は年々増加しています。
介護現場では、どのようなアプローチで利用者の方と接しているのでしょうか。

生活介護サービス株式会社 代表取締役

山岸 大輔氏
やま ぎし だい すけ

患者さんと医療者が良好な関係を築くための
ノウハウを紹介している当コーナーの特別編として、
今回は介護の現場で感じたことについてお話ししていただきます。

明らかに普段の表情と異なるＡさんから話を聞きました。

「時々自分が何をしたかは分からないけど、何かをしたのは分

かる。ただこうして分からなくなってしまっていくことが本当に

つらい…。」日頃から弱音を吐いたり、聞いたりすることもあま

りなかったので、今でも忘れられないひと言として鮮明に覚え

ています。

人はさまざまな辛い出来事に対して、時間とともに忘れると

いう防衛機制※を持っています。忘れてしまうことでかえって良

いこともあるのですが、Ａさんは断片的に覚えており、そのこと

が本人を苦しませていたことにこの時初めて気づきました。

患者さんと
医療者の

い い 関係

特別編

2006年ヘルパー2級（現：介護職員初任者研修）を取得し
介護職員へ。2009年に国家資格である介護福祉士を
取得、介護支援専門員を経て2015年社会福祉士取得、
2018年より現職に就任。
船橋認知症高齢者グループホーム連絡会会長、松戸市認知
症高齢者グループホーム協議会副会長を兼任。

略歴

私は認知症の方と一緒に過ごすことが多いのですが、日々大

切にしていることがあります。「認知症だからこうする」ではな

く「〇〇さんだからこうする」と考えることです。つまり認知症

という症状だけで画一的なケアを考えるのではなく、個人とし

て接することが大切なのです。ご利用者の方とスタッフは、初

めてお会いしたその時から信頼関係を築いていくことになりま

す。そして、目の前のご利用者の現在の状態を踏まえてアセス

メントしますが、ご利用者の方は入居するまでに様々な人生を

歩まれています。現状ばかりに目を向け過ぎるのではなく、こ

れまでの生活を踏まえた対応を取ることが大切になります。例

えば出身がどこなのか等、日常会話の中から個別性を知り、興

味を持つことで少しずつ信頼関係を構築していきます。

介護職の働き方は、訪問介護や通所介護等訪問系と、特別

養護老人ホームや介護老人保健施設、有料老人ホーム等の施

設系サービスに大別されます。複数の職場環境がある中でも、

医療関係者の方との連携は不可欠です。

多職種連携で大切にしていることは、職種によりその得意領

域は異なること、ご利用者の方を中心にそれぞれの強みを活

かしながら、かつその領域を少し重ねることを意識しています。

介護職は専門職の中でもご利用者の方々の生活と密着して

いるため、例えば処方された薬の服薬状況やその効き目など

薬剤師の方へ報告することができます。飲みにくそうであると

伝えた際には、別の形状の薬への変更や一包化への提案など

していただきました。互いの強みを把握することで、ご利用者

の方々にとってより良い生活を過ごすことができると考えてい

ます。

一方で施設によっては看護師などの医療職が常駐しなくても

いい施設もあります。認知症対応型グループホームもその一

つです。

介護職員が日々ご利用者の方たちと同じ時間を過ごす中で、

例えば便秘がちになるご利用者の方の対応も多々あります。そ

の際、事前に医師から処方されている下剤の使用頻度の確認

や、薬に頼るだけでなく身体の活動量を増やしたり、水分摂取

量を増やしたりすることで改善できないかなど相談できる相手

が訪問看護師になります。ご利用者の方の個性を踏まえた対

応をとるための情報を介護職員が提供し、それらを把握したう

えで提案をしてもらえるので本当に助かります。

介護職と薬剤師の方の連携を高めていくための活動として、

くすりの適正使用協議会ホームページ内のブログにて、介護現

場での服薬に関するあるあると称したマンガの監修をさせてい

ただいています。関係者の方なら、あるあるマンガをご覧い

ただくと共感してもらえる場面が多いと思います。現場で服薬

に関して困ったときは、医師や薬剤師の方に相談できるという

気づきの啓発になれば幸いです。

内服介助の支援を行う際に、 ご利用者様や家族が、 飲みにくいから
と錠剤をつぶして散剤としたり、 大きいからと半分に割ったり、 カプセ
ルの中身を開けて服用している場面に遭遇することがあるかと思い
ます。

その際、 どのように普段お声掛けをされていますでしょうか。

いけないなと思っていてもご利用者様から大丈夫と言われるとその
手助けをしたり、 つぶしていてもそのまま見過ごすこともあるのでは
ないでしょうか。

ご利用者様が本来服用すべき手段で服用されていなかったり、 飲みにくそうにされてい
る薬があればぜひ薬剤師へ相談をしましょう。

その結果、 同じ効能の飲みやすい薬に変わることもあります。

生活支援のひとつとして介護士がご利用者様の服薬状況を確認してその問題点に気づ
き、 薬剤師と連携をとることはより良い療養支援に繋がります。

くすりの適正使用協議会ブログサイトのご紹介

https://rad-ar.or.jp/blog/category/useful/kaigo/

介護士
山岸 大輔氏

多 職種連携は介護の現場でも重要

き っかけはＡさんの告白

※防衛機制：心理学で、不快・欲求不満や葛藤などから無意識に自

分を守ろうとして働く適応のしかたのこと

介護と服薬あるあるマンガ

協議会ブログトップ ▶ お役立ち情報 ▶ 介護と服薬あるある
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フリマサイト等の監視指導

サイバーパトロール 自主審査

事前相談・情報交換

都や各フリマサイト等運営企業が把握する最新の動向等を情報共有

自主審査・パトロールの強化

不正出品・違反広告の未然防止

不正出品の削除要請・違反広告の是正要請
各フリマサイト等
運営企業東京都

ビッグデータ解析 苦情 出品 出品

連絡会

SALE

インターネット環境の整備とスマートフォン等の普及により、オンラインで製
品等を購入することが日常的になりました。その中でもオークション・フリー
マーケットサイトの発展は近年目覚ましいです。利便性が高まった一方で、医
薬品の出品といった法令に抵触する事例や不適切な宣伝が行われている側面
もあります。ここでは全国初となる専門の監視員を設置した東京都福祉保健
局健康安全部薬務課で、現在の『サイバー薬事監視担当』である梅原 洋子
さんに、担当としての役割と現状などについて話を伺いました。

※サイバー薬事監視担当とは
東京都福祉保健局健康安全部薬務課における担当として2014年に設置。設置の背景には同年に施行さ
れた「薬事法施行規則等の一部を改正する省令」により、一般用医薬品をインターネット販売する際の
ルールが整理されたことや、ネット上の違反広告の増加などがある。

商品自体を出品してはいけない場合で
す。具体的には処方された医薬品や
コンタクトレンズなどがあります。これら
は、医薬品や高度管理医療機器に該
当する物なので、薬局等の販売業の
許可がなければ販売することはできませ
ん。また、許可なく輸入や製造した化
粧品は販売できないため、個人輸入し
た化粧品や手作り化粧品も販売できま
せん。二つ目は、出品自体は問題ない
ものの広告が不適切な場合です。国
内で正規に製造販売された化粧品や
医薬部外品、健康食品は、販売するこ
と自体には許可は必要ないので、どな
たでも出品することはできます。しかし、
「アトピーが治った」や「がんが消えた」
などの広告を出すことは、当然のこと
ながら医薬品医療機器等法に違反し
ます。

― 直近の取引状況と新型コロナ
ウイルス感染症拡大の影響について
フリマサイトは市場として伸長傾向に
ありますが、明らかに違反事例と判断
できる出品は当初に比べ減少していま
す。これは、フリマサイト運営企業とも
連絡会を開催し、最新の動向等を情

は、個別監視指導と協力インターネット
関連企業を通じた啓発・注意喚起で
す。個別監視指導ではネット上の各店
舗に対し１件ずつ監視指導を行いま
す。しかし、ネット上の販売店は多数あ
り、同じような違法出品が複数のSMで
展開されているケースが多いことから、
インターネット関連企業と情報共有を目
的とした連絡会を2018年から開催して
います。そこでは具体的な違反事例な
どについて共有し、効果的な監視体制
を構築しています。
一方で、近年広がりを見せているフ

リマサイトは、主に物品のリユースを目
的に個人間取引が行われる性質のサイ
トですが、今ではリユースのみならず、
ハンドメイド製品を事業として販売する
作家が存在しているほどの賑わいを見
せています。
フリマサイトの違反状況については、
大きく２つに分類できます。一つ目は、

報共有することで、運営企業の自主的
な審査が向上し、不適正な出品の防
止につながっているためです。
こうした中で、2020年に発令された
緊急事態宣言によるステイホーム期間
などを受け、全体の出品量が急増しま
した。薬務課に対してもヘルスケア関連
商品の出品に対する問い合わせが数
多く寄せられる一方で、規制されている
製品の取引が成立してしまう不適切な
ケースも発生しました。不適切な出品に
関しては運営企業も自主点検を行って
おりますが、コロナの影響で分母が急
増したことで、不適切な出品とのいたち
ごっこに拍車がかかったところがあり、
対策が必要な部分であると感じます。

― フリマサイトが定着しつつある
なか、医療関係者はヘルスケア製
品の流通についてどのような認識
を持つべきでしょうか
本来あってはならないことですが、処
方薬や一般用医薬品が出品され、売
買が成立してしまうケースがあります。
運営企業側も出品禁止ワードを設定す
るなどの対策を取っていますが、規制
の網を巧妙に逃れている出品者もいま

― サイバー薬事監視担当の役割
と主な業務内容について

2014年に担当として設置される前か
らインターネット上の監視は行っており、
ネット関連企業との監視協力体制の構
築は2002年度まで遡ります。サイバー
薬事監視担当は、医薬品や健康に関
するインターネット広告の急速な普及
や、ヘルスケア製品を取り扱うネット

す。利用者から「このような出品は大
丈夫なのですか」と問合せが入ることも
あります。
フリマサイトは、誰でも出品でき、購
入することができます。売る側・買う側
ともに、「販売できるものは細かく決めら
れており、注意が必要であること」、「販
売可能なものであっても、広告内容に
注意が必要であること」、「個人輸入し
たものを販売すると法違反となることが
あること」を理解していただきたいです。
また、処方薬は医師が患者さんに適

した医薬品を個別に処方しているもの
ですので、他の人に処方された医薬
品を使うことはとても危険です。フリマ
サイトで売買されてしまうことは、医薬
品医療機器等法に抵触するだけでな
く、健康被害が生じかねない危険なこ
とです。この点もフリマサイト利用者に
正しく認識していただきたいところです
し、医療関係者の皆さまにとっては、
処方薬を譲渡してはいけないことや、
薬が余ったときの対処方法を患者さん
に説明することも大切ではないでしょう
か。医薬品をフリマサイトなどに出品し
てはならないことも、しっかり伝えていた
だきたいです。

梅原 洋子氏
東京都福祉保健局健康安全部薬務課

サイバー薬事監視担当

InterviewSpecial

インターネットを介した売買の増加による、
ヘルスケア製品とその情報環境の多様化

Special Interview

～現状と課題

ショップの増加、多様化する取引形態
を受け、関連機関と相互に連携し周辺
環境の変化に総合的な対応を取る役
割を担っています。
業務内容としてはインターネットショッ

ピングモール（以下：SM）、フリマサイト、
SNS、配信型ネット広告に対する薬事
監視指導です。
SMにおける具体的な薬事監視内容
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1 患者や国民に、メリットを感じていただけるサー
ビスを提供できるよう、専門職種間の協働を促進
すること等、薬局・薬剤師の役割の見直しや業務の
改革を積極的に推進すること。

2 次世代の薬局サービスのあり方を検討するととも
に、薬局の将来ビジョンを持ち、持続可能な医療を
実現するために、医療制度の改革に貢献すること。

3 国民に信頼される薬局であるために、会員企業の
コンプライアンスをはじめ、リスクマネジメント
を徹底すること。

我が国はすでに超高齢社会に突入し、人生100年時代
においても持続可能な医療環境の実現を目指して制度設計
が行われています。このような中で、薬局には各地域で構
築される地域包括ケアシステムの一翼を担い、その役割を
果たしていくことが期待されています。

変化に対応する
保険薬局の組織として

日本保険薬局協会は、医療の各種関連団体と協力・連携
していく考えです。中でも薬剤師の職能団体である日本薬剤
師会とは具体的な取り組みを行っており、依頼のあった調査
研究には積極的に協力し、会員一丸となって取り組んでいま
す。この取り組みを通じて、薬局薬剤師の業務を国民の皆さ
まに見える化し、理解していただけるよう努めています。また、

厚生労働省が2015年に策
定した「患者のための薬局ビ
ジョン」には、かかりつけ薬剤
師としての役割の発揮に向け
て「対物業務から対人業務
へ」と記載されています。
当協会は、昨年「地域医療

における薬学的管理のイメー
ジ」を作成し公開しました。医
師の処方から始まり、疑義照
会、服薬情報の一元管理、入
退院時の連携、ポリファーマ
シーの解消、そして服薬期間
中フォローアップという一連の
治療の流れの中で、薬局薬剤
師が連続して関わり、多職種と情報を共有し連携することで、
外来診療、入院、在宅医療等患者さまの様々なシーンにおけ

医薬品の供給は保険薬局の重要な使命です。使い方によっ
ては身体に良い効果だけでなく、悪い影響をもたらすこともありま
す。良質で安全な医薬品と、それを使用する際に必要な情報を
合わせて患者さまへ提供しなくてはなりません。
昨今、イトラコナゾール製剤の異成分混入や製造工程におけ

る試験の不適合等による医薬品の回収が相次いでいます。これ
らは医薬品供給体制の根本を揺るがすものであり、患者さまの
医薬品服用に対する不安を大きくした事例であると感じていま
す。薬局においても鑑査の体制を再確認し、安全な医薬品供
給に努めていきます。
製薬企業におかれましては、患者さまが安心して購入、服用

することができる品質が保証された医薬品の安定的な供給と、
様々な背景や条件下での医薬品の使用に必要なアップデートさ
れた情報の提供を期待しています。

一般社団法人 日本保険薬局協会

くすりの適正使用協議会は、人の健康保持とQOL
の向上を目的として、「くすりのしおり」による患者さま
への医薬品情報の提供や、くすり教育の支援・啓
発活動を行い、薬剤疫学手法の啓発・普及に努め
られています。
「くすりのしおり」は今や、しおりにとどまらない立派
なデータベースと化しています。その他、薬剤疫学
が進展し、各種データベース等と各種疾患の薬物
治療ガイドライン、そして各薬局の電子薬歴との連
携が可能であれば、薬局の応需した処方箋の処方
監査、服薬指導及び処方提案等の質や精度、効
率が向上し、薬局薬剤師が患者さまの薬物治療の
最適化に貢献できるのではないかと考えます。ぜひ
ご検討ください。

薬剤師の研修・認定事業の概要

設立の経緯

製薬企業へのメッセージ

他団体との連携・協力

医薬品の適正使用に関する課題のなかで、とくに注目されていることについて

協議会への期待

2

1

4

5 6

3

4 自然災害への対応等、地域社会が抱える課題に対し
て、薬局・薬剤師機能を活用して取り組み、CSR（社
会貢献）やSDGs（持続可能な開発目標）の達成に貢
献すること。今般のような感染症の蔓延について
も、地域に密着した医療インフラとしての薬局機能
を発揮して、感染拡大防止の一端を担うこと。

5 すべての地域において、国民に安心・安全で質の高
いサービスを提供するために、会員企業が環境変
化に対応し、薬局機能を果たせるようサポートす
ること。

Door 04

このシリーズでは、
さまざまな団体や組織の
活動をお聞きし、
協議会との共通項や、
新たな連携を見据えた
活動の可能性を探ります。
今回は、
日本保険薬局協会の
首藤会長に、
協会としての活動方針や
医薬品の適正使用に向けた
取組みなどについて
お聞きしました。

向こうへ
トビラの

当協会は2004年4月に保険薬局の経営者団体
として、安全性、利便性、経済性のキーワードのも
と、国民の視点に立った保険薬局の育成、関連情
報と業務の効率化及びそれらに付随する各種基盤
整備等を行い、真に国民から信頼と満足が得られ
る保険薬局の実現に寄与することを目的として、会
員数256社で設立されました。その後、2005年4
月に「信頼される薬局をつくる経営者の会」と合流、
2007年5月に有限責任中間法人化、2009年4月に
一般社団法人化し、現在、会員企業は538社、薬
局数は1万5千軒を超え、薬剤師も5万9千人超の
組織となっています。

会長 首藤 正一 氏

さらに、今般の新型コロナウイルスの感染拡大は、日本の
医療システムに対する大きな挑戦となっています。
このような情勢に対応し、薬局が信頼をもって広く認知さ
れるよう、当協会として次の5つの目標を掲げ、12の委員会
と全国11のブロックを中心に活動を行っています。

1959年11月生まれ。1982年に株式会社第一臨床検査センター（現 株式会
社アインホールディングス）に入社。2000年に取締役就任後、常務取締
役、専務取締役を経て、2015年に代表取締役専務に就任（現職）。2016年に
日本保険薬局協会副会長、2020年より同協会会長を務める。

日本病院薬剤師会が「地域連携の手引き」を作成し発表しま
したが、作成に携わった方 と々情報交換させていただき、これ
に応えるべくアンサーブックとして「地域連携の手引き（薬局
版）」を作成しました。この手引きは、病院と薬局の連携をより
機能的にしていくツールの一つとして活用しています。

地域医療における継続的な薬学的管理イメージ
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る薬物治療効果の最大化、つまり医薬品の適正使用に貢献
できると考えています。
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患者さんが医療用医薬品に関する
情報を入手する先として、医療関係者
と並んで、インターネットの利用が多いこ

くすりのしおり® 認知度調査信頼できる
   医薬品情報の
     発信に向けて

2020-2022年度の中期活動計画の中核事業として、くすりのしおりに各種の関連情報を連携させる、信頼できる
医薬品情報提供サイト構築事業「ミルシルプロジェクト」を進めています。プロジェクトの一環として、くすりのしおりの
認知度向上を図り、ひいては当協議会の知名度向上にもつなげることを目指しています。本プロジェクトの成果を
図る指標として、プロジェクト前後のくすりのしおり認知度の変化を確認するため、2020年９月にベースライン調査と
してその認知度調査を実施しました。調査の結果から医療用医薬品についての情報入手の現状が見えてきました。
この結果を、今後の当協議会活動の展開にも活用していきたいと考えています。

Vol.2

一般の方1200名、医療関係者900名を
対象としたインターネット調査

医療用医薬品の情報入手先

くすりのしおり®の認知度

医療関係者に対し「くすりのしおりを、
患者さんへの説明に使いたいか」と尋
ねたところ、 「くすりのしおりを使ったこと
はないが、今後使ってみたい」とする回
答が薬剤師（病院勤務44.0％、薬局勤
務35.0%）医師21.7％、看護師で26.7％
ありました（表3）。
なお、年代別では20歳代が最も使っ
てみたいという意向が確認されました。
今後、くすりのしおりの認知度を上

げ、活用方法を知っていただくことで、
さらに活用が広がっていく可能性が示
唆され、ひとつの活動の指針となること
がわかりました。
当協議会はくすりのしおりを信頼できる
医療用医薬品情報として選んでいただ
けるよう、更なる努力を続けてまいります。

くすりのしおり®の使用意向

協議会監修

正しく知って 正しく使う

2000年から始まった協議会のくすり教育普及啓発活動。今年は開始から

21年目を迎えます。くすり教育の支援活動に長年注力している当協議会にぜ

ひにと依頼があり、中学生・高校生を対象とした「正しく知って正しく使う「く

すり」の大事典」の監修を担当、2020年10月に刊行されました。

活動開始時には想像もしていなかったコロナ禍で、毎日のように新型コロ

ナウイルス感染症のニュースを聞き、子どもたちでさえその治療薬やワクチ

ンの開発に関心を寄せているでしょう。しかし、ニュースで飛び交う「ワクチ

ン」「有効性」「副反応」「臨床試験」「承認」などの言葉の意味がよく分から

ずにいる子どもたちも多いのではないでしょうか。

こんな今だからこそ、いろいろな薬に関心を持ち、正しい知識を持ってほ

しいとの思いが詰まった大事典。児童書の取り扱いが多い大型書店はもちろ

ん、既に全国の公立図書館で貸出が始まっています。今後、学校図書室で

の取り扱いも進むことが期待されます。病院図書室の蔵書として置きたいと

いう声も寄せられています。日本薬剤師会雑誌や、朝日中高生新聞のLINE

グループでも紹介されました。

本書が一人でも多くの子どもたちに読んでもらえることを願っています。

正しく知って正しく使う
「くすり」の大事典

ISBN978-4-7743-3095-2

【対象】中学生～高校生
【体裁】A4 変形判・144 ページ
【発売】2020 年 10 月 12 日
【定価】本体 5,000 円＋税
【発行】くもん出版

一般の方に、医薬品検索で上位に
掲載される代表的な情報媒体、おくす
り110番、お薬事典、処方薬事典、患
者向医薬品ガイド、お薬検索、医療用
医薬品情報検索、KEGG MEDICUS
について知っているか尋ねたところ、い
ずれの情報媒体も６％にも満たない状
況でした。くすりのしおりのサイトには月
平均で数百万のアクセスがありますが、
まだまだ認知度が低いことが明らかに
なりました。
一方、医療関係者（医師・薬剤師・
看護師）に、くすりのしおりを知ってい
るか尋ねたところ、「知っている」が、
薬剤師（病院勤務）では61.0％と高かっ
たのに対して、医師、看護師ではそれ
ぞれ6.3％、9.3％であり、一般の方より
は若干高いものの、まだまだ知られて
いない状況がわかりました。（表2）

とがわかりました（表1）。直接的な比
較はできませんが、当協議会が1995年
から行ってきた調査と比較して、イン
ターネット利用の割合が大きく増加して
います。性別では女性の40歳、50歳

代において「インターネットで調べる」が
全年代平均より10ポイント以上高くなり
ました。一方で、「薬剤師に聞く」、「医
師に聞く」と答えた割合が最も多いのは
年代別で60歳、70歳代でした。

全体（900）

医師（300）
看護師（300）

薬剤師（病院勤務）（100）
薬剤師（調剤薬局勤務）（200）

0 20 40 60 80 100（%）

■ 知っている　■ 聞いたことはあるがよく知らない　■ 知らない

■ 患者への説明に使ったこと
 があり、今後も使いたい
■ 患者への説明に使ったこと
 はないが、今後使いたい

■ 患者への説明に使ったこと
 があるが、今後は使わない
■ 患者への説明に使ったこと
 もないし、今後も使わない

■ わからない

25.2 15.3 59.4

6.3 14.3 79.3

9.3 13.3 77.3

61.0 20.0 19.0

59.5 17.5 23.0

全体（900）

20代（72）
30代（244）
40代（257）
50代（203）

60代・70代（124）

医師（300）
看護師（300）

薬剤師（病院勤務）（100）
薬剤師（調剤薬局勤務）（200）

0 20 40 60 80 100（%）

2.2 28.8 36.4 32.0

2.0 31.1 34.8 31.1

2.0 44.0 2.0 30.0 22.0

4.5 35.0 33.0 26.5

3.1 26.1 37.0 33.5
23.6 39.4 34.0

28.2 39.5 30.6

21.7 44.7 32.3
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45.8 26.4 26.4
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57.5
51.5 51.4

5.1 4.8 4.2 3.5
0.2

12.2

処方された医療用医薬品の
調べ方（一般）

表1 くすりのしおり®の認知度（医療関係者）表2

くすりのしおり®の使用意向（医療関係者）表3

（人）

（人）

医療
関係者
別

年代別

医療
関係者
別

「くすり」    大事典の
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薬剤疫学委員会

委
員
会
活
動

2021年度

事業計画
2021年度事業計画及び予算が、2月10日開催の第11

回理事会において承認されました。第11回理事会は、昨
年6月の総会において、製薬企業以外の日本医師会・日
本薬剤師会・アカデミア・患者支援団体からも理事をお
迎えすることになり、新理事を交えた初めての理事会で
したが、コロナ禍の事情を考慮し完全オンラインでの開
催となりました。

2021年度は、昨年からスタートした3年間の新しい中
期活動計画の2年目にあたり、2020年度に進めてきた事
業を継続して、中期活動計画の実現を目指します。
中期活動計画では、信頼できるサイト構築事業（ミル

シルプロジェクト）を主軸として取り組んでいます。ミ
ルシルプロジェクトは、月平均数百万回のアクセスがあ
る「くすりのしおり®」を活用し、信頼できる各種情報を
連携させるサイトを構築するプロジェクトで、2022年4

月を目途に、個別の医薬品情報から関連情報を閲覧でき
るポータルサイトとして公開する予定です。

中外製薬株式会社
松田 真一

くすり教育・啓発委員会

興和株式会社
豊園 勝志

くすりのしおりコンコーダンス委員会

協和キリン株式会社
栗原 理

先進医療製品適正使用推進委員会

4,360千円

3,950千円

2,536千円

信頼できる医薬品情報サイト構築プロジェクト
31,900千円

2,690千円

協和キリン株式会社
矢田 武

事 業 概 要

くすりのしおり
内容見直し

新しおり作成基準の策定
しおり作成ユーザー協力の下、新しおり案
の課題等を抽出し、基準見直し

連携情報の対象
範囲・掲載基準
の策定

連携情報掲載基準案等のパイロット実施
掲載基準案、掲載の手引き案の課題を抽出
し、見直し

しおりシステム/
情報サイトの
開発・改修

パイロットの実施
システムの詳細設計終了後、ユーザーテスト
実施
システム改修後、パイロットを行い課題
抽出

協議会サイト
全体の再構築

サイトのシステム改修開始

・ DB研究の実践
・ 薬剤疫学に関するセミナー 
の実施

・ PV最新情報調査

・ くすり教育支援
・ くすり教育資材作成
・ 一般向け啓発推進
・ 介護職向け啓発資材の作成

・ くすりのしおり活用度上昇
・ 英語版・注射版の作成数
増加・活用度上昇

・ コンコーダンスを理解した
薬剤師の増加

・ バイオ医薬品の普及啓発
活動の推進

・ バイオ医薬品に関する新規
資材の作成

・ 他団体との協業の推進
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ボツワナ国とボツワナ人
アフリカの大地に初めて足を踏み入れた

国ボツワナ。暑いけれど空気はカラッとして

おり、大地は赤くアフリカを感じさせる色を

していました。ボツワナはダイヤモンドが採

れる国で、政府はその収入で経済を回して

おり、アフリカの中では比較的裕福（中進

国）で治安も良好。治安の面では「歩ける

アフリカ」と言われています。日常生活にお

いても特別困ることはなく、街行く人も気さ

くに声をかけてくれます。「怒ること」を嫌う

ボツワナ人は、とても穏やかな性格で喧嘩

や争い事が苦手です。

新型コロナウイルス感染状況
そんなごく穏やかな日常の中、2020年3月に新型コロナウイルス

感染の波が日本やアジア、世界各国を襲い、一歩遅れたようにアフ

リカにもやってきました。

ボツワナ人は慎重です。3月末の時点で感染者は出ていなかった

にも関わらず空港が閉鎖され、感染者が出始めた4月にはロックダ

ウンが繰り返し発令されました。南アフリカからの輸入に多くを頼る

ボツワナでは、ロックダウンにより物資供給が滞り、ガソリンも値上

がりました。スーパーや各店舗では、入店前に検温して、リストに名

前・携帯番号・体温・入店時刻を記載しなければなりません。その

ため長蛇の列に並ぶことが日常となりました。それでも現在まで感

染者数は増えています。

濃厚接触者 ・ 陽性になったら…
ボツワナの人口は約230万人。現在の感染者数は、約1万6,000

人、死亡者は48人（2021年1月11日現在）。南部アフリカの近隣国

（ジンバブエ・ナミビア）に比べても死亡者は極端に少なく抑えられ

ています。ここで、ボツワナで濃厚接触者や陽性になった場合につ

いて触れておきます。

ボツワナの濃厚接触者の定義は以下の3つです。

①マスク装着の有無に限らず2メートル以内、15分以上の会話をし

た場合

②身体的な接触があった場合

③密室に一緒にいた場合

日本の定義の「マスクを装着せず1メートル以内で15分以上の会

話をした場合」に比べてかなり厳しい条件と言えます。また、もし濃

厚接触者になった場合は、すぐにPCR検査を受け、検査日を初日と

世界のくすり事情

Botswana
Hello
from

「えっ」 と驚く海外の薬にまつわる事情をシリーズでお届けします。

ボツワナのコロナ：濃厚接触者経験

して、10日後に2回目のPCR検査を受けま

す。その結果が陰性であっても14日間の隔

離をしなければなりません。

PCR検査で陽性が判明した場合は、10日

間の隔離後PCR検査を受けずに隔離が終了

します。これは無症状または軽症の場合は、

ウイルスが体内にあったとしても10日間の

隔離によって感染力は既にないとみなされ、

検査の必要はないとされているからです。

私も同僚が陽性になったため、濃厚接触

者になりました。PCR検査の1回目も2回目

も結果は陰性でしたが、14日間にわたる自

宅隔離はつらいものでした。隔離期間中は

一歩も外には出られません。そのため、突

然の隔離に備えて、十分な食料や水を備蓄しておく必要がありまし

た。インターネット等による通信販売や宅配事業者はなく、不便なと

ころが日本との違いかもしれません。

ボツワナの薬
コロナに対する薬（ワクチン）の話はまだ日常生活で聞くことがあ

りません。行われているコロナ対策は、手洗い・うがい・マスク・2メー

トルのソーシャルディスタンス・飲酒を控えるなどです。ボツワナで

は免疫力を落とさないことが一番大切だとされています。

2021年1月からは、夜8時～朝4時まで外出禁止となり、酒類も販

売禁止となりました。早くコロナの終息を願うばかりです。

第 6 回

ボツワナ

南部アフリカに位置する、ダイヤモンドの国ボツワナに滞在して1年3カ月が経ちました。初めてのアフリカに、不安と期待が
入り交じるなか到着した首都ハボロネ。予想外に道路状況はよく、大型ショッピングモールも点在しています。

ボツワナの薬局

オカバンゴ・デルタの野生動物

薬業系メディア勤務後、転勤で
2019年10月よりボツワナ在住。

奥 真貴子

ボツワナ

Africa

ボツワナ
ハボロネ
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薬を飲んだら尿の色が変わりました。大丈夫でしょうか。
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協議会をささえる会員 （五十音順）

URL ： https://www.rad-ar.or.jp
E-mail ： ishibashi@rad-ar.or.jp

電話 ： 03-3663-8891
FAX ： 03-3663-8895

RAD-AR Newsは、6月・12月の年2回発行です。 バックナンバーは、当協議会ホームページより
ご覧頂けます。新規送付を希望の方は、協議会までお問い合わせください。購読料、送料は無料です。 https://www.rad-ar.or.jp

協議会の趣旨にご理解を賜り、新たなパートナーとして参加いただける会員※を随時
募集しております。入会の詳細につきましては、下記までお問い合わせください。

※企業、団体、個人を問いません

登録状況

日本語版：16,533種類（－11）
英 語 版：10,917種類（＋443）
※カッコ内は10月末からの数値からの変化

旭化成ファーマ株式会社
アステラス製薬株式会社
アストラゼネカ株式会社
アッヴィ合同会社
エーザイ株式会社
大塚製薬株式会社
小野薬品工業株式会社
キッセイ薬品工業株式会社
協和キリン株式会社
興和株式会社
サノフィ株式会社
塩野義製薬株式会社

第一三共株式会社
大正製薬株式会社
大日本住友製薬株式会社
武田薬品工業株式会社
田辺三菱製薬株式会社
中外製薬株式会社
東和薬品株式会社
日本新薬株式会社
ノバルティス ファーマ株式会社
マルホ株式会社
Meiji Seika ファルマ株式会社

●製薬企業会員　23社
株式会社EMシステムズ
株式会社グッドサイクルシステム
シミック株式会社
シミックヘルスケア・インスティテュート株式会社
日本OTC医薬品協会
日本医師会ORCA管理機構株式会社

●賛助会員　5社・1団体●製薬企業会員　23社

●個人会員　8名

●特定会員　181社

答え
薬によっては服用すると尿や便の色が変わることがあります。薬そのものの色や、薬の

代謝物によって尿や便の色が変化する場合は問題ありません。

例えば、セフジニル（セフゾンⓇ）、リファンピシン（リファジンⓇ）などは尿が赤く変化し、

ビタミンB2剤は尿の色が黄色くなることがあります。

また、鉄剤は便の色が黒く、バルプロ酸ナトリウム徐放錠（デパケンRⓇ）は、便に白い

薬のカスが含まれることがあります。

一方、病気や薬の副作用によって色が変わる場合もありますので注意が必要です。

尿が赤っぽい場合は尿路出血、白く濁っている場合は尿路感染、褐色尿で筋肉痛や脱

力感がある場合は薬の副作用の可能性があります。

便が赤～黒の場合は消化管出血や、薬の副作用で胃腸が傷ついた可能性もあります。

不明なことは医師または薬剤師に相談しましょう。

会員募集中！

https://w
w
w
.rad-ar.or.jp  https://w

w
w
.rad-are.com

/  E
-m
ail : info@

rad-ar.or.jp

※（　）は代表的な薬剤名

？！
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